
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年１０月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４横第６８号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２６年５月２４日 ０６時３０分ごろ 

発生場所 京浜港川崎第１区の塩浜運河 

 神奈川県川崎市所在の水江信号所から真方位０５５°３１０ｍ付近

 （概位 北緯３５°３１.０′ 東経１３９°４４.６′） 

事故等調査の経過  平成２６年６月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 勇
ゆう

亀
き

丸、３３１トン 

 １３４０８０、御蔵汽船株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船尾外板に亀裂及び凹損 

岸壁 なし 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、空船で船首約０.４ｍ、船尾約

２.７ｍの喫水により、塩浜運河の‘川崎市営ふ頭Ａ岸壁とＢ岸壁の

中間にある岸壁’（以下「本件岸壁」という。）に着岸作業中、船長

が、船橋で操船に当たり、船首に一等航海士、次席一等航海士及び甲

板長を、船尾に機関長をそれぞれ配置し、右舷錨を投下して錨鎖３節

を伸出し、右回頭しながら出船左舷着けする態勢で本件岸壁に接近し

た。 

 船長は、本件岸壁方向から照らす朝日がまぶしくて本件岸壁が見え

にくかったので、本船と本件岸壁との距離を正確に把握できなかっ

た。 

 本船は、本件岸壁に接近したところ、平成２６年５月２４日０６時

３０分ごろ左舷船尾外板が本件岸壁の防舷材に衝突した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

日出時刻：０４時３０分 

 その他の事項 

 

 船長は、約２５年間の乗船経験があり、本船には、約２１年前から

一等航海士として乗船し、約１６年前から船長職に就いており、本件

岸壁への着岸には慣れていたので、本船と本件岸壁との距離を正確に

把握できなくても着岸できると思った。 

 船長は、本船が本件岸壁に平行に接近していないので、船内マイク

で船首を本件岸壁に寄せるように乗組員へ指示したが、乗組員からの



 

報告はなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、塩浜運河の本件岸壁に着岸作業中、船長が、朝日がまぶし

く、本船と本件岸壁との距離を正確に把握できなかったことから、左

舷船尾が本件岸壁に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、塩浜運河の本件岸壁に着岸作業中、船長が、朝

日がまぶしく、本船と本件岸壁との距離を正確に把握できなかったた

め、左舷船尾が本件岸壁に衝突したことにより発生したものと考えら

れる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・着岸する際は、各配置部署と連絡を密に取り、船体と岸壁との距

離を把握すること。 

 


